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１．研究計画の概要 

 子どもは 2 歳ころまでには，初めてであっ
た単語の意味を，すばやく適切に推論する方
略を身につけ，爆発的な勢いで語彙を獲得し
ていくようになる。本研究課題は，このよう
な効率よい学習システムが，（１）それ以前
にどのようなプロセスをへて成立してくる
のか，また，（２）それ以降どのように洗練
されていくのかを明らかにすることを目的
として計画された。より具体的に述べると，
（１）については，①物理的には切れ目のな
い発話から単語を切り出し，その単語を品詞
ごとに分類していくプロセスについて，助詞
に着目した検討を行うこと，②人の口から発
せられる音声が単なる音ではなく意味をお
びた単語ととらえられるようになっていく
プロセスを明らかにすること，（２）につい
ては，これまで主として研究されてきた名詞
以外の種類の単語，たとえば，動詞や形容詞，
オノマトペにも着目し，子どもがそれらの意
味をも適切に推論できるようになっていく，
そのプロセスとはどのようなものかを明ら
かにすること，を目指した。 

 

２．研究の進捗状況 

 上記（１）の①については，乳児を対象と
した実験により，子どもは 1 歳ころまでには
発話中の助詞を聞き取ることができるよう
になっているだけでなく，それは省略可能で
あることまで理解しているらしいこと，実際
にこの助詞についての知識を隣接する単語
の切り出しに利用し，さらに，1 歳半になる
までには，“助詞がつくことのできる単語”
といった意味で，“名詞”をほかの種類の単
語とは区別できるようになっていることな
どを見いだしてきた。これらの知見は，国際

会議などでも発表してきたが，今後は論文に
まとめ，国際誌に投稿する予定である。 

 （１）の②は，ことばは２つの側面，すな
わち，特定の誰かの口から発せられる音声で
あるという側面と，その音声は誰が発しよう
と特定の対象を指示するのに使われるとい
う側面を持つが，子どもは何を手がかりにこ
れら２つの側面を分離し，後者の側面である
ことばを学んでいくようになるのかを，問題
にするものである。この問題について検討を
加えるため，具体的には，子どもへの入力に
おいて単語が発せられるタイミングや，単語
のプロソディックな側面が，子どもの単語理
解にどのような影響を及ぼすかについて実
験を行い，その成果の一部については学会な
どでも発表してきた。今後これらの成果は論
文にまとめるとともに，さらに，そこで得ら
れた知見を展開させた研究を行っていく予
定である。 

 （２）については，動詞，形容詞，オノマ
トペのいずれをテーマにした研究において
も一定の成果をえてきたし，それらの知見の
一部は既に査読のある学術雑誌に発表して
きた。現在は，そこで得られた知見をもとに，
その起源をさぐるための，乳児を対象とした
実験を計画中である。 

 

３．現在までの達成度 

 おおむね順調に進展している。すなわち，
当初の計画では，最初の３年間で，上記（１）
の①や，（２）の幼児を対象とした研究（形
容詞や動詞，オノマトペ）については，デー
タ収集をひととおり終え，後半の２年間では，
それまでにえられた成果を順次論文化して
いくとともに，最初の３年間に幼児で得られ
た知見などをもとに乳児を対象とした研究

機関番号：１２６０１ 

研究種目： 基盤研究（Ｂ） 

研究機関： ２００８年度～２０１２年度 

課題番号：２０３３０１３５ 

研究課題名（和文）言語学習システムの成立・洗練過程に関する研究 

研究課題名（英文） Emergence and elaboration of word-learning mechanisms in children 

研究代表者  針生 悦子 （HARYU ETSUKO） 

        東京大学・大学院教育学研究科・准教授 

研究者番号  ７０２７６００４ 



 

 

（上記（２）の②に部分的に対応する）を計
画し，進めていく予定であった。これまで，
その計画通り進めることができている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 当初の計画どおりに進めていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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